第９回農地部会議事録
１　招集日　　　　　　　平成27年９月７日（月）
２　開会日時及び場所
　　　　　　　　　　　　平成27年９月７日（月）　　午後１時55分
　　　　　　　　　　　　ふるさと会館研修室１

３　閉会日時　　　　　　平成27年９月７日（月）　　午後３時00分
４　委員氏名

　 (1)出席者（17名）

　　　１番　水口　正好、３番　大島　忠保、４番　渡部　　篤、８番　本田　岩勝

　　　９番　林田　　剛、10番　横田　晴喜、11番　小田　孝明、14番　吉田　良一

　　　15番　平野　利光、16番　森﨑　茂德、18番　内田　弘幸、24番　草野　　定

　　　26番　林田　政利、27番　大久保信一、33番　渡邉　茂徳、34番　馬場　　保

　　　36番　川内　幸徳

　 (2)欠席者（１名）
　　　32番　鵜殿　徳康
　 (3)部会長の依頼により出席

　　　35番　小筏　正治（副会長）

５　議事に参与した者
　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀

　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦
　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　　　　　嘱　　託　　　　　大石由紀子

６　提出議案及び報告事案
　　　会議録署名委員の指名について

　　　議案第47号　農地法第３条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第48号　農地法第３条第１項目的の買受適格証明願について

　　　議案第49号　農地法第５条第１項の規定による許可後の計画変更承認申請について

　　　議案第50号　農地法第５条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第51号　農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について

　　　議案第52号　農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について

──────────────────────────────

午後１時55分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定に達しております。部会長に開会をお願いいたします。

○議長（馬場　　保君）  改めまして、皆さんこんにちは。昼間のご多用の中、ご参集いただきまして、ありがとうございます。それと、閉会後に、その他で何というか、ありますので、協力のほどよろしくお願いします。

　それでは始めたいと思います。

　ただいまから平成２７年第９回雲仙市農業委員会農地部会を開会いたします。各委員の協力方よろしくお願いいたします。

　本日の付議すべき事項として、議案第４７号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、議案第４８号農地法第３条第１項目的の買受適格証明願について、議案第４９号農地法第５条第１項の規定による許可後の計画変更承認申請について、議案第５０号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、議案第５１号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について、議案第５２号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について、以上６件を付議します。

　議事進行上、発言される場合は、挙手をして、議長が指名をしてから起立し、マイクを通して発言してください。また、携帯電話は電源をお切りになるかマナーモードに設定してくださいますようお願いいたします。

　早速議事に入ります。

　日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

　会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により、３番、大島委員、４番、渡部委員両委員を指名いたします。

　次に、日程第２、議案第４７号農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第４７号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第３条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号４８番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  議席番号３３番、渡邉です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号４８番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号４８番について、ご質疑がありましたらお願いします。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  １６番、森﨑ですけど、この１反くらい無償で借りられてますけど、やっぱこれは僻地ですか。それと、４反くらいの農地でトラクター３台も要るとかなと思ってから。それをお聞きしたいと思います。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  これは、取得は畑ですけど、博光さんという方が、農業主さんの実家の方か、親戚関係までは、はっきり覚えてませんけど、その関係で、前から博光さんがずっと耕作していたんですよ。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  闇で今までつくられとった。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  だと思いますね。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  この耕作面積はですよ、９反ぐらい書いてあるものですから、所有面積に合わんなと思うてから。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  博光さんのほうからあれですかね。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  よかです、そしたら。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  前からお父さん、お母さんが、やりかえて耕作してもらいたいという、そういう。

○議長（馬場　　保君）  失礼でございますけども、発言する時は議席番号と名前を言ってお願いいたします。議席番号１６番、森﨑委員の発言がありましたが、ほかにご質疑はありませんか。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  １８番、内田です。この添付資料のことなんですけど、４,０８７で１,０６４で５,１５１でこれはいいとして、ここに作付、作物としての作付面積で、水稲が１,３００で、イタリアンが５,１５１で、ソルゴーが３,７００となってて、これはこの書き方はちょっと私としてはわからないので、ちょっと説明をお願いします。

○議長（馬場　　保君）  内田委員から質問がありましたけども、事務局。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  裏作で延べ面積が書いてあります。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  それでも、計算したとき、どうもこの面積がどうも何か、自分ならちょっとつくり切らんねと思ったんですけど。わかりました。

○議長（馬場　　保君）  内田委員から発言がありましたけども、ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号４８番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号４９番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。農地法第３条の規定による許可申請の受付番号４９番については、不在地主が贈与する案件でございます。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たっては、何ら問題はないと考えます。よろしくお願いします。

○議長（馬場　　保君）  受付番号４９番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号４９番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５０番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５０番について、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５０番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５０番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５１番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５１番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５１番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５１番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５２番、５３番、５４番については、借受人が同一の案件ですので一括して協議いたします。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５２番、５３番、５４番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たっては、何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５２番、５３番、５４番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５２番、５３番、５４番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５５番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５５番については、後継者である孫へ贈与する案件です。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５５番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５５番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５６番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５６番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５６番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５６番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５７番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。草野委員。

○委員（２４番　草野　　定君）  議席番号２４番、草野です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５７番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５７番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５７番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５８番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。草野委員。

○委員（２４番　草野　　定君）  議席番号２４番、草野です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５８番については、この案件の受け手は初めて農地を取得する者ですが、農事組合法人の理事であり、現在既に農業に従事している者です。また、後継者である子に贈与する案件です。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５８番について、ご質疑がありましたらお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５８番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号５９番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。草野委員。

○委員（２４番　草野　　定君）  議席番号２４番、草野です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号５９番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。よろしくお願いします。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５９番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号５９番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号６０番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。林田委員。

○委員（９番　林田　　剛君）  議席番号９番、林田です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号６０番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。よろしくお願いします。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６０番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。小田委員。

○委員（１１番　小田　孝明君）  議席番号１１番、小田でございます。これはお尋ねですけど、９０２平米で金額は２５０万ということ、ハウスか何かですか。ちょっとご説明お願いします。

○議長（馬場　　保君）  林田委員、お願いいたします。

○委員（９番　林田　　剛君）  おかしいようでありますけど宅地同様の単価になっております。場所がもう、町の真ん中です。もう宅地になる状態で。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  追加ですけど、隣がこの駐車場で一緒に買い受けされます。５条で出ます。隣の、横を、そういう案件です。

○委員（１１番　小田　孝明君）  これは、農地としてじゃなくて。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  そこは農地です。今のところは。隣を駐車場用地として５条で出てますから。

○議長（馬場　　保君）  ３番、大島委員。

○委員（３番　大島　忠保君）  ３番、大島です。千々石の土地というのは、水田あたりも、あれぐらいの限られた農地で、もともと一番高いときには、棚田で５００万というような形の値段をつけよったとばってん、今は半分値段でこのくらいです。

○議長（馬場　　保君）  小田委員、よろしいですか。

○委員（１１番　小田　孝明君）  はい、わかりました。

○議長（馬場　　保君）  小田委員から発言がありましたが、ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第４７号、受付番号６０番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、日程第３、議案第４８号農地法第３条第１項目的の買受適格証明願についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第４８号について議案書をもとに説明）

　本案件につきましては、農地法第３条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号１番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。内田委員。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  議席番号１８番、内田です。農地法第３条第１項目的の買受適格証明願の受付番号１番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、証明に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号１番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第４８号、受付番号１番は、願いのとおりであることを証明することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、願いのとおり証明することに決定しました。

　お諮りします。議案第４８号につきましては、落札者が決定し農地法第３条第１項の規定による許可申請書が提出された場合、その許可を会長に一任することを附帯決議とすることにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、会長に一任することといたします。

　次に、日程第４、議案第４９号農地法第５条第１項の規定による許可後の計画変更承認申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第４９号について議案書をもとに説明）

○議長（馬場　　保君）  受付番号２番については、議案第５０号農地法第５条第１項の規定による許可申請についての受付番号１７番で承継者による転用申請がされておりますので、一括して審議したいと思いますが、いかがでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、一括して審議します。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５０号について議案書をもとに説明）

　本案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  議案第４９号、受付番号２番及び議案第５０号、受付番号１７番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。内田委員。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  議席番号１８番、内田です。ただいま朗読された農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請の受付番号２番及び農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号１７番について、申請地は、昭和６２年にアパート用車庫用地として転用許可を受けたものの、所有者の死亡により事業が着工されずにいた土地を、承継者が太陽光発電施設用地として利用したいと計画変更承認及び転用許可申請がされたものです。申請地は、農振白地であり、水道、下水道が埋設されている道路の沿道の区域であり、かつおおむね５００メートル以内に小学校、保育園があることから、第３種農地であると考えられます。現地確認においても、特に問題もありませんでしたので、計画変更承認及び転用許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  議案第４９号、受付番号２番及び議案第５０号、受付番号１７番について、ご質疑ありましたらお願いします。３６番、川内委員。

○委員（３６番　川内　幸徳君）  議席番号３６番、川内です。６２年に許可して、その後、亡くなられたとは何年なのか。この申請者が亡くなられた年は。

○議長（馬場　　保君）  事務局、よろしいですか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  平成７年９月に亡くなっておられます。

○委員（３６番　川内　幸徳君）  これは、登記はしてなかったんですか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  はい、してありませんでした。

○委員（３６番　川内　幸徳君）  そのまま畑ですか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  はい、畑の状態で、残っていたので、今回、この転用申請になっております。

○委員（３６番　川内　幸徳君）  今は、進捗状況で３カ月と１年たって、またその状況を事務局から、通知して報告してもらっているといいますか、今までが余りにもずさんというか、２８年間も放置してあるのか。ちょっと気になったので、質問しました。よかです。以上です。

○議長（馬場　　保君）  ３６番、川内委員からご質疑ございましたけど、ほかにご質疑ございませんか。横田委員。

○委員（１０番　横田　晴喜君）  １０番、横田です。この件につきましては、中部調査会でも十分に審議をいたしましたところでございますけども、後でちょっと気になって、もう一度現地を見たところ、裏側も危険箇所に匹敵するような急傾斜地というか、そういうところでございまして、それとその太陽光パネルの方向というか、傾斜地を見てみましても、下が住宅地でございますので、住宅地のほうに水が流れるような懸念をされるところでございますので、許可に当たっては、もう一度厳しく事務局より被害防除計画にも上がっておりますけども、指導をいただければと思います。よろしくお願いします。

○議長（馬場　　保君）  事務局、よろしいですか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  行政書士の申請でやっておりますので、そこら辺はちゃんと注意をしておりますので。

○議長（馬場　　保君）  横田委員、よろしいですか。

○委員（１０番　横田　晴喜君）  はい。

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第４９号、受付番号２番の計画変更承認申請及び議案第５０号、受付番号１７番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第４９号、受付番号２番の計画変更承認申請を承認することに決定し、議案第５０号、受付番号１７番の転用申請につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　ここでお諮りします。議案第４９号、受付番号２番の計画変更の実行については、同時に申請された議案第５０号受付番号１７番の転用許可が必要であることから、承認については、転用許可にあわせて行うべきかと思われますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、承認については、議案第５０号、受付番号１７番の転用許可にあわせて行うことといたします。

　次に、日程第５、議案第５０号農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明をお願いします。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５０号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号１６番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号１６番について、申請地は、農振白地であり、おおむね宅地に囲まれ、隣接する農地とは段差により区切られた広がりのない農地であることから、第２種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号１６番について、ご質疑がありましたらお願いします。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  １６番、森﨑です。これは、無償ということは、身内か何かですか。建て坪いっぱいいっぱい建物を建てられているようですけど。そのような状況で、親戚か何かちょっと聞きたいと思います。

○議長（馬場　　保君）  １番、水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  親戚関係です。

○議長（馬場　　保君）  ただいま１６番、森﨑委員からご質疑ございましたけども、ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、受付番号９番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５０号、受付番号１６番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号１８番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。林田委員。

○委員（９番　林田　　剛君）  議席番号９番、林田です。農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号１８番について、申請地は、農振白地であり、宅地が連担していることから、第３種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　よろしくお願いします。

○議長（馬場　　保君）  受付番号１８番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号１８番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５０号、受付番号１８番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に受付番号１９番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。渡部委員。

○委員（４番　渡部　　篤君）  議席番号４番、渡部です。農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号１９番について、申請地は、農振白地であり、南串山総合支所から３００メートル以内に位置していることから、第３種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認についても、特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号１９番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号１９番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５０号、受付番号１９番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第６、議案第５１号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５１号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合する適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  議案第５１号に対する質疑を、２ページごとに行います。１４ページ２０番、２１番は所有権移転による案件、１４ページ２２番から６２番は農地中間管理機構への貸し付けによる案件です。

　まず１２ページから行きます。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に１３ページ、１４ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に１５ページから１６ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に１７ページから１８ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に１９ページから２０ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に２１ページから２２ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に２３ページから２４ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に２５ページから２６ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に２７ページから２８ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に２９ページから３０ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に３１ページから３２ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に３３ページから３４ページ。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。

　お諮りします。議案第５１号は農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合した適正な計画であると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認め、農用地利用集積計画を決定することとします。

　次に、日程第７、議案第５２号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５２号について議案書をもとに説明）

　本計画（案）は、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  本案件は、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画により、農地中間管理機構である長崎県農業振興公社へ貸し付けられた農地を、公募申し込みをした農業者へ配分する計画が提出されたものです。

　ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５２号の配分計画については、特に異議なしと回答することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５２号につきましては、特に異議なしと回答することに決定しました。

　お諮りします。本農地部会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、議長に委任することに決定しました。

　これをもちまして、本日の議事は全て終了しました。どうもありがとうございました。

午後３時00分閉会

──────────────────────────────
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